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あらまし：概要: 類比とは未知の物事について、既知の物事と対応付ける活動であり，それぞれの物事に

ついての理解を深めるうえで有効とされている．本研究では，それぞれの題材を構成する要素を互いに対

応づけて類比の構造を組み立てるという活動をインタラクティブに行うことができる学習環境を開発し

た．また，構成要素が異なるラベルを持つような題材を用いた実践を小学校理科で行ったので，その結果

についても報告する. 
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1. はじめに 

類比とは未知の物事(ターゲット)について、既知

の物事(ベース)と対応付けを行い、それらを比較す

ることであり，このようにすることで素早く学習し

たり、より深く学習したりすることができる．構造

写像理論(1)では，類比として構造が類似した物事に

ついてそれらを比べることで新たな考えを得ること

ができるとしている．(類推と類比の違いについては、

広義には区別されていないが、本稿では比較するこ

と自体に注目するのが類比、そこから新たな考えを

得ることに注目するのが類推とする．) しかし、物

事の構造を意識したり、表に出したりすることは簡

単にできることではないため、それを実現するため

の基盤が必要になってくる．キットビルド概念マッ

プは物事の構造を概念マップにより表現できるよう

にしたものであるため、構造を意識した類比を行う

支援に適したものであると考える． 

吉田らは，キットビルド概念マップを用いた構造

的類比行う学習活動として「類比構造組立活動」を

提案し，システムを利用した授業を「人の誕生」と

「魚の誕生」の類比を対象として実施し、構造写像

による学習を効果的に行うことができることを確認

した(5)．この実践で用いられた題材は図 1 に示す「人

の誕生」「魚の誕生」という近い関係で同じ用語が多

いのものであったが，本研究では、図２に示す「魚

の誕生」「ズッキーニの発芽と結実」という，より遠

い関係で同じ用語が少ないものを対象として行った。 

 

2. キットビルド概念マップ 

本章では、キットビルド概念マップの概要とそれ

を用いた教授、学習活動について説明する． 

 

 

図 1 構造の類似したマップ

 

図 2 異なる要素を題材としたマップ 

2.1 キットビルド概念マップ 

概念マップとは、2 つ以上の概念とそれらの関係

から構成される命題の集まりから意味構造を表した

図的表現である(2)．学習者の知識や、理解の外化、

整理活動として学習効果があるとされている(3)．キ

ットビルド概念マップは概念マップの診断・共有を

可能とする概念マップの作成方法である．教授者が

学習者の理解すべき命題を教材から抽出し、情報伝

達の目標となる概念マップ(ゴールマップ)を作成す
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る．学習者はゴールマップの構成要素である「キッ

ト」を与えられ、これらを組み立てることで自身の

理解を表す概念マップ(学習者マップ)を作成する．

同一のキットをもとに学習者は概念マップを構築す

ることによって学習者とゴールマップの差分を抽出

し、学習者全体のマップを重ね合わせることで理解

状態をマップ(重畳マップ)の重畳度として抽出する

ことができる． 

学習者に概念マップを作成させるために必要な構

成要素(ノード、リンク)をあらかじめ「キット」と

呼ばれるパーツとして配布して、それを組み合わせ

ることにより概念マップを作成させる． 

 

3. キットビルド概念マップによる構造的類

比 

類比するためには、まず 2 つの事柄が似ているこ

とを認識しなければならない、すなわち大体同じ、

ということがわからなければならず、物事を俯瞰し

てみる必要がある． 

学習者はまずベースとなるマップを学習する．こ

こでの学習では，キットビルド概念マップシステム

によるマップの作成を行いその後教授者からのフィ

ードバックを受け，ベースとなる知識を定着させる． 

次に，ベースマップのノード，リンクそれぞれに

対してターゲットとなるマップ（2 つ目の内容のも

の）をキット化したノード，リンク（図 3）を並べ

て配置していき，マップを作成する（図 4）．これに

より，類似する構造を持った２つの事柄について，

１つ１つの内容がどう対応しているのかを意識させ

ることが出来る． 

 また類似している事柄でも表面上は類似してい

るようには見えないこともあり、そのような場合に

それらの事柄の構造を把握することで比較できるよ

うに、比較するための観点を得られるように支援す

る．以上の理由より、類比を支援するために情報構

造を扱える概念マップを用いることとする． 

 

 

図 3 構造写像モード．キット DL 時

 

図 4 構造写像モード．マップ作成完了 

 

 

4. 実践利用の結果・考察 

小学校の生徒、統制群 29 名、実験群 31 名を対象と

して、類比構造組立活動の実践的利用を先の実践と

は異なる条件で行った．学習活動で用いる題材を、

用語の異なる同じ構造を持つ題材に置き換え類比組

立活動を行い、有用であるかどうか実践を行った． 

 自由記述のテストについて比較すると、対応する

語句を記述している数は 8 点満点中、実験群が平均

4.41、統制群が 2.41 となった。これに対して平均関

する t 検定を行った結果、有意差(p < 0.05)があるこ

とが確認できた． 

 この結果より異なる要素で構成された題材におい

ても、類比構造組立活動が有用であると考えられる． 

 

5. まとめと今後の課題 

本研究では、異なる用語を題材としたときに類比

構造組立活動を通して学習を支援する目的でシステ

ムを設計・開発しそれを異なる条件下で実践を行っ

た． 

今後の課題としては、今回は要素が異なるが構造

は同じもので実践を行ったが、一部構造が同じもの

でも同様の結果が得られるのかどうかは確認をする

必要があると考えられる． 
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